
①患者さんに触れる前（他から菌を移さない） 

②清潔操作の前（採血、フォーレ交換など） 

③体液に暴露した後(石鹸・流水で手洗いを） 

④患者さんに触れた後（菌を他へ持ち出さない） 

⑤患者さんの身の回りのものに触れた後 

（身の回りのものにも菌は付着しています！） 

そして、⑥手袋をはずした後 

手袋をはずす時に手が汚染されます。 また手袋にはしばしば小さな穴があいています。 
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手袋をはずした後も手指衛生！ 

患者さんと自分自身
を守る感染対策につ
いて発信する情報紙

です。 

タイミングの内５つについて、わかりやすく示しています。  ※ハンドハイジーン研究会HPより引用 


